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の
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Ｑ
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ー
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『消災
しょうさい

妙
みょう

吉祥
きちじょう

陀羅尼
だ ら に

』について 

般若心経などのお経と違い、インドの言葉を意訳せずに、その音に漢字をあてはめ

て唱えられるようした文章を『陀羅尼
だ ら に

』と言います。 

『消災妙吉祥陀羅尼』は、経題の文字通り、自然災害や疫病、さらには戦争のよ

うな様々な災厄を除き、皆が本当の幸せを得られるように祈るための『陀羅尼』です。

曹洞宗の寺院では、朝のお勤めや祈祷の際に唱えます。 

ウクライナでの戦争が早く終結し、憎しみ争い合うことのない平和が訪れることを祈

って、この『消災妙吉祥陀羅尼』をお唱え下さい。 

この御朱印の集め方 
寺院ごとに御朱印の中央に書く経文が違います。

全部の御朱印が集まった場合、上の表の順番に並

べて御朱印帳に貼りつけると、『消災妙吉祥陀羅尼』

の全文が完成することになります。 

相手の立場に立って行動することを『同事
ど う じ

行
ぎょう

』と

いいます。ウクライナの人々のことを思い浮かべ、こ

のミニ札所巡りを通して『同事行』を実践いたしまし

ょう。 


